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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
岸
田
内
閣
の
税
制
等
に
か
か
る
政
策
の
方
向
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
退
職
金
課
税
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
に
与
党
が
取
り
ま
と
め
た
「
令
和
五
年

度
税
制
改
正
大
綱
」
に
お
い
て
、
「
退
職
所
得
課
税
に
つ
い
て
、
勤
続
年
数
が
二
十
年
を
超
え
る
と
一
年
あ
た
り
の
控
除
額

が
増
加
す
る
仕
組
み
が
転
職
な
ど
の
増
加
に
対
応
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。
（
中
略
）
個
人
型
確
定
拠
出
年
金

（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
）
の
加
入
可
能
年
齢
の
七
十
歳
へ
の
引
上
げ
や
拠
出
限
度
額
の
引
上
げ
に
つ
い
て
、
令
和
六
年
の
公
的
年
金

の
財
政
検
証
に
あ
わ
せ
て
、
所
要
の
法
制
上
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
や
結
論
を
得
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
つ
つ
、

老
後
に
係
る
税
制
に
つ
い
て
・
・
・
あ
る
べ
き
方
向
性
や
全
体
像
の
共
有
を
深
め
な
が
ら
、
具
体
的
な
案
の
検
討
を
進
め
て

い
く
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
三
」
（
令
和
五
年
六
月
十
六
日
閣
議
決
定
）
に
お

い
て
、
「
退
職
所
得
課
税
制
度
の
見
直
し
を
行
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、
退
職
所
得
課
税
を
含
め
、
老
後
に
係
る
税
制
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
与
党
税
制
調
査
会
等
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
議

論
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。 



 

２ 

 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
防
衛
力
強
化
の
租
税
措
置
」
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
「
令
和
五
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
（
令
和
四
年

十
二
月
二
十
三
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
令
和
六
年
以
降
の
適
切
な
時
期
と
す
る
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
三
」
に
お
い
て
、
「
「
令
和
六
年
以
降
の
適
切
な
時
期
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
税
制
措
置

の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
以
降
の
然
る
べ
き
時
期
と
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
よ
う
五
兆
円
強
の
確
保
を
目
指

す
税
外
収
入
の
上
積
み
や
そ
の
他
の
追
加
収
入
を
含
め
た
取
組
の
状
況
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
判
断
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
与
党
税
制
調
査
会
等
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
議
論
を
踏

ま
え
て
、
こ
れ
ら
の
閣
議
決
定
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
時
点
に
お
い
て
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
定
額
減
税
」
は
、
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
（
令
和
五
年
十
一
月
二
日
閣
議

決
定
）
に
お
け
る
一
時
的
な
措
置
と
し
て
の
所
得
税
及
び
個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
を
指
す
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ

の
定
額
減
税
に
つ
い
て
は
、
同
閣
議
決
定
に
お
い
て
、
「
令
和
六
年
分
所
得
税
及
び
令
和
六
年
度
分
個
人
住
民
税
の
減
税
を

実
施
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
令
和
七



 

３ 

 

年
度
に
も
実
施
さ
れ
る
場
合
」
や
「
将
来
的
に
」
と
い
う
仮
定
の
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
高
校
生
の
扶
養
控
除
」
に
つ
い
て
は
、
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
（
令
和
五
年
六
月
十
三
日
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
、
児
童
手
当
を
拡
充
す
る
際
、
「
中
学
生
ま
で
の
取
扱
い
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
踏
ま
え
、
高
校
生
の
扶
養
控
除
と

の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
整
理
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
与
党
税
制
調
査
会
等
に
お
い
て
、
議
論
が
行
わ
れ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
議
論
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
十
月
よ
り
一
定
以
上
の
所
得
の
者
を

二
割
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
所
得
の
基
準
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
際
に
は
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お

い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
御
指
摘
の
「
原
則
二
割
負
担
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
同
部
会
に

お
い
て
議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
」
に
つ
い
て
は
、
一
定
以
上
の
所
得
の
者
を
二
割
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

当
該
所
得
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
三
」
に
お
い
て
、
「
介
護
保
険
料
の
上
昇

を
抑
え
る
た
め
、
利
用
者
負
担
の
一
定
以
上
所
得
の
範
囲
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
年
末
ま
で
に
結
論
を
得

る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
時
点
に
お
い
て
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
」
に
つ
い
て
は
、
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
に
お
い
て
、

「
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、
二
千
二
十
四
年
度
の
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
同
時

改
定
で
の
対
応
を
見
据
え
つ
つ
、
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
人
材
確
保
に
向
け
て
賃
上
げ
に
必
要
な
財
政
措
置
を
早

急
に
講
ず
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
へ
の
対

応
を
行
い
、
そ
の
上
で
、
令
和
六
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
も
、
必
要
な
処
遇
改
善
の
水
準
等
の
賃
上
げ
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

七
に
つ
い
て 



 

５ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善
等
事
業
等
の
処
遇
改
善
メ
ニ
ュ
ー
」
と
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善
等
事
業
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
及
び
令
和
三
年
度
か
ら
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
と
し
て
先
行
的
に
実
施

し
た
上
で
令
和
四
年
度
か
ら
開
始
し
た
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善
事
業
の
三
事
業
（
以
下
「
処
遇
改
善
三
事
業
」
と

い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
理
解
し
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
の
給
与
」
と
は
、
放
課
後
児
童
支

援
員
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
三
号
）
第

十
条
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
支
援
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
賃
金
を
指
す
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
政
府
に
お
い

て
は
、
処
遇
改
善
三
事
業
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
累
次
に
わ
た
り
放
課
後
児
童
支
援
員
の
賃
金
の
改
善
に
要
す
る
費
用
の
補
助

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。 

 
 

放
課
後
児
童
支
援
員
の
賃
金
は
、
当
該
放
課
後
児
童
支
援
員
の
雇
用
形
態
、
勤
続
年
数
、
事
業
所
の
経
営
状
況
や
処
遇
改

善
三
事
業
の
活
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
事
業
者
と
放
課
後
児
童
支
援
員
と
の
個
々
の
雇
用
契
約
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
月
額
い
く
ら
程
度
上
昇
」
す
る
か
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
令

和
四
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査
研
究
事
業
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
及
び
職
員
の
処
遇
に
関
す
る
調



 

６ 

 

査
」
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
報
告
書
に
お
い
て
、
令
和
三
年
度
の
賃
金
額
に
つ
い
て
、
「
令
和
元
年
度
か
ら
継
続
し
て
勤
務

し
て
い
る
月
給
払
い
の
常
勤
雇
用
者
の
場
合
、
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善
等
事
業
に
よ
る
賃
金
改
善
額
が
年
間
三
十

八
万
七
千
二
百
十
五
円
、
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
に
よ
る
賃
金
改
善
額
が
年
間
二
十
万
三
千

八
百
九
十
三
円
、
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
に
よ
る
賃
金
改
善
額
が
年
間
二
万
七
百
四
十
四
円
で
あ

っ
た
」
と
さ
れ
て
お
り
、
処
遇
改
善
三
事
業
は
放
課
後
児
童
支
援
員
の
賃
金
の
上
昇
に
一
定
程
度
の
効
果
を
上
げ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。 

 
 

引
き
続
き
、
御
指
摘
の
「
支
援
員
の
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
」
に
も
、
処
遇
改
善
三
事
業
を
通
じ
て
放
課
後
児
童
支

援
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
保
育
士
等
の
人
員
配
置
基
準
引
上
げ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
保
育
士
等

の
職
員
配
置
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
に
お
い
て
、
「
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

の
運
営
費
の
基
準
と
な
る
公
的
価
格
の
改
善
に
つ
い
て
、
公
的
価
格
評
価
検
討
委
員
会
中
間
整
理
（
二
千
二
十
一
年
十
二

月
）
を
踏
ま
え
た
費
用
の
使
途
の
見
え
る
化
を
進
め
、
保
育
人
材
確
保
、
待
機
児
童
解
消
そ
の
他
関
連
す
る
施
策
と
の
関
係
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を
整
理
し
つ
つ
、
取
組
を
進
め
る
。
具
体
的
に
は
、
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
以
降
積
み
残
さ
れ
た
一
歳
児
及
び
四

・
五
歳
児
の
職
員
配
置
基
準
に
つ
い
て
一
歳
児
は
六
対
一
か
ら
五
対
一
へ
、
四
・
五
歳
児
は
三
十
対
一
か
ら
二
十
五
対
一
へ

と
改
善
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
お
尋
ね
の
実
施
時
期
も
含
め
、
具
体
的
な
改
善
方
法
に
つ
い
て
、
令
和
六
年
度
予
算
編
成

過
程
に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
利
用
率
の
低
さ
も
考
慮
要
件
の
一
つ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
五
年

十
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
が
「
現
行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
、
国
民
の
不
安
払

拭
の
た
め
の
措
置
が
完
了
す
る
こ
と
が
大
前
提
と
の
方
針
に
の
っ
と
り
、
ひ
も
づ
け
の
総
点
検
と
そ
の
後
の
修
正
作
業
の
状

況
も
見
定
め
た
上
で
、
更
な
る
期
間
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
必
要
な
対
応
、
こ
れ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と

述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
更
な
る
期
間
が
必
要
と
判
断
」
に
つ
い
て
は
、
同
月
三
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に

お
い
て
、
同
内
閣
総
理
大
臣
が
「
総
点
検
、
そ
し
て
修
正
作
業
の
進
み
具
合
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
す
る
」
と
述
べ
て

い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
利
用
率
四
・
五
％
と
い
う
数
値
」
は
、
医
療
保
険
者
が
被
保
険
者
又
は
被
扶
養
者
の
資
格
に
係
る
情



 

８ 

 

報
を
被
保
険
者
又
は
被
扶
養
者
本
人
の
も
の
と
異
な
る
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
）

と
結
び
付
け
た
こ
と
等
に
よ
る
御
指
摘
の
よ
う
な
「
国
民
の
不
安
」
に
よ
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
御
指
摘
の
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
患
者
は
本
人
の
健
康
や
医
療
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
よ
り
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
な
ど
の
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
、
国
民
に
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 

十
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
携
帯
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
方
針
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
「
携
帯
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
医
療
保
険
部
会
や
「
最
終

と
り
ま
と
め
」
」
に
お
い
て
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化
対
象
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
な
ど
に
」
「
マ

イ
ナ
保
険
証
と
合
わ
せ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
携
行
し
、
受
診
時
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
被
保
険
者
資
格
情
報
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
受
診
可
能
と
す
る
」
、
「
マ
イ
ナ
保
険
証
と
、
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
や
こ
の
お
知
ら
せ
を
容
易
に
携
帯

し
て
利
用
し
や
す
く
す
る
工
夫
を
し
た
も
の
を
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
受
診
可
能
と
す
る
」
等
と
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ



 

９ 

 

き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
し
て
い
な
い
保
険
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
や
、
停
電
や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
破
損
な
ど

に
よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証
（
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
登
録
が
行
わ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
物
理
的
に
使
用
で
き
な
い
状
況
で
保
険
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
な
ど
の
例
外
的
な
場
合
に
の
み
、
「
携
帯
」

が
必
要
と
な
り
、
原
則
ど
お
り
マ
イ
ナ
保
険
証
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
う
場
合
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
保
有
者
が
マ

イ
ナ
保
険
証
と
合
わ
せ
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
被
保
険
者
資
格
情
報
を
提
示
す
る
場
合
は
、
「
携
帯
」
は
不
要
と
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
御
指
摘
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
「
携
帯
」
は
、
常
に
必
要
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
判
断
は
個
々
の
被
保
険
者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
の
国
会
に
お
け
る
答
弁
に
つ
い
て
も
、

こ
う
し
た
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
医
療
保
険
部
会
や
「
最
終
と
り
ま
と
め
」
の
方
針
」
と
異
な
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 


